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▲

当事者も参加した「立川市障害のある人もない人も共に暮らし
やすいまちをつくる条例」策定に至るプロセス、市税の高い収
納率や陸上競技場の大規模改修見送りを高く評価する。▲

高齢者、子どもの虐待問題には積極的な対応を求める。
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▲

歳出削減、歳入増加に取り組み、この改善効果を新たな財源と
し、市民サービス向上に努めたことを高く評価する。▲

養育困難家庭の早期発見等、児童虐待については不断の努力を
求める。
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▲

障害者雇用に真摯に取り組んでいることや生活困窮者自立支援
事業等を評価する。▲

障害者難病手当の削減や言語訓練事業の廃止等、社会的弱者切
り捨ての傾向を懸念する。
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▲

保育園待機児童が、概ね解消されたことは大いに評価するが、
学童保育所の待機児童解消に向け、引き続き努力されたい。▲

住民票等のコンビニ交付、食べきり協力店の募集・紹介、生活
困窮者自立支援事業の子どもの学習支援、学校のトイレ改修、
第一小学校でのサマー学童実施等の取り組みを高く評価する。▲

公会計制度を導入し、市の資産状況が数字の上で可視化された
ことを評価する。
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▲

ＮＨＫの受信料２２０万円の支出については、改善を求める。
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▲

公債費債務残高を４５億５千万円の減、実質単年度収支は４億７
千万円の黒字となったことを高く評価する。▲

災害時の医療救護体制の充実や地域防災計画の見直しなどの防
災への取り組みを筆頭に、母子家庭等支援事業や発達支援計画
の推進等を実行したことを大いに評価する。▲

子ども・若者自立支援ネットワーク事業等、市民に寄り添う事
業へ力を注いだ姿勢を評価する。▲
多様化する市民ニーズにこたえるためにも、経常経費の圧縮に
一層努めるよう求める。
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▲

保育園待機児童対策等、安心して子育てできる環境づくりの整
備を行い、子育てをしながら働く保護者の安心感を高めたこと
は評価する。▲

子どもの貧困、児童虐待対策、民生委員支援、地域防災計画の
強化等の施策充実に全力で取り組むことを求める。
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▲

実質単年度収支は４億７千万円の黒字であった。市民負担増と
なる国民健康保険料の値上げや難病手当の削減は回避すべき
だった。▲

学童保育所の待機児童はいまだ２００人を超えており、学童保育所
の新設を求める。▲

トイレ改修やクーラー未設置の特別教室６６教室への対応等、早
期実現を求める。
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